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１．はじめに
　タイ伝統芸術舞踊には流派が存在せず，タイ国立舞踊芸術専
門学校に伝わる舞踊が真正とされており，厳格に継承されてい
る。もともと口伝に頼る部分が大きい舞踊の伝承において，舞
踊技法用語は厳格な継承を支える伝承言語として重要な機能を
果たしてきた。筆者はこれまで，舞踊技法用語について調査
し，上肢，下肢，上肢・下肢以外の身体部位に関する舞踊技法
用語についてそれぞれ意味を解明し，動作特性について考察し
た。中野（2009）によると，上肢に関する舞踊技法用語は33確
認することができ，動作特性としては，腕のカーブや手首の回
旋運動が多用されており，手の軌跡などを見ると曲線的なもの
が多かった。また，中野（2010）によると，下肢に関する舞踊
技法用語は25確認できた。用語に表された形，動き，足運びは，
いずれも技巧的には単純であった。動作特性としては，膝や足
首の屈曲により形成される「角」の形が特徴的であった。更に
中野（2013）によると，上肢・下肢以外の身体部位に関する舞
踊技法用語は13確認でき，そのうちの約半数が肩に関するもの
で，運動の微妙な差異を区別していた。すべての技法に共通し
て，形や動きが厳密に規定されていた。表１は，これら先行研
究の結果を踏まえて身体部位別に分類した舞踊技法の数を示す。
要旨
　本研究は，タイ伝統芸術舞踊の基本技法を解明しようとするものである。先行研究で明らかにした舞踊技法用
語に表された技法を手掛かりに，タイ伝統芸術舞踊の修得に必須で，最初に習得する基本舞踊プレング・チャー・
プレング・レウ（短編）の女役と照合し，基本的な舞踊技法について検証を試みた。VTR観察により舞踊技法用語
で表される技法を抽出した。タイ伝統芸術舞踊は，構造上ター・ラム（踊りの型）とリーラ （ー舞踊運動）という二
つの概念で捉えられることから，抽出した技法をター・ラムとリーラーに分けて分類した。ター・ラムにおいて
は上肢下肢とも形を表す技法のうち幾つかを除いて確認できた。リーラーにおいては，動きを表す上肢技法が1/3
しか確認できなかった。動きを表す下肢技法はすべて確認できたが，足運びを表す下肢技法は半数しか確認でき
なかった。その他身体部位に関する技法も確認できたのは半数であった。対象とした基本舞踊には限られた技法
しか含まれていないことが分かった。本研究で確認できた技法がまさに基本技法として位置付けられる。
キーワード
　タイ伝統芸術舞踊，舞踊技法，基本舞踊
Abstract
　This study aimed to clarify the basic techniques of Thai traditional art dance. Using the glossary of dance 
techniques identiﬁed in the previous studies, I checked them against the female role in the basic dance, phleng 
chaa-phleng rew (short story)̶which is required for mastering Thai traditional art dance and must be learned 
ﬁrst and tried to verify the basic dance techniques. I extracted the techniques described in the glossary of 
dance techniques by watching Video Tape Records (VTR). Since Thai traditional art dance can be structurally 
described in terms of the concepts thaa-ram (dance form) and leelaa (dancing movement), I divided the 
extracted techniques into thaa-ram and leelaa. For thaa-ram, I was able to conﬁrm almost all of the techniques, 
except a few of them, for expressing shapes in the upper and lower limbs. For leelaa, I could conﬁrm only 
one-third of the upper-limb techniques that express movement. I was able to conﬁrm all of the lower-limb 
techniques that express movement but could only confirm half of the lower-limb techniques that express 
footwork. Moreover, only half of the techniques related to other body parts could be conﬁrmed. I discovered 
that only limited techniques were used in the basic dance which has been discussed. The techniques conﬁrmed 
in this study are positioned as truly basic techniques.
Key words
　Thai traditional art dance, dance techniques, basic dance
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タイ伝統芸術舞踊の基本技法に関する研究
－基本舞踊プレング・チャー・プレング・レウ（短編）の女役を中心に－
中野 真紀子
A study of the techniques of Thai traditional art dance:
Focusing on the female role in the basic dance, Phleng chaa-Phleng rew (short story)
NAKANO, Makiko
　タイ伝統芸術舞踊の先行研究は，タイ語文献の中に，歴史や
形態について大勢を述べた通史的なものや，舞踊の種類や型の
解説は多く存在するが，舞踊技法については体系的な整理がさ
れておらず，慣習的に使われてきた技法用語を紹介して説明し
たものしか見当たらない。また，実際の舞踊作品において技法
について検証を行った例も報告されていない。
　そこで本研究では，タイ伝統芸術舞踊の舞踊技法の実態を解
明し整理するための基礎資料とすべく，まず基本技法を明らか
にすることを目的としたい。そのために，既に明らかにした舞
踊技法用語を手掛かりとして，基本舞踊の舞踊技法について検
証したい。対象とした基本舞踊は，タイ伝統芸術舞踊の修得に
必須で，しかも最初に習得する練習曲であることから，プレング・
チャー・プレング・レウ（プレングは曲，チャーは遅い，レウは
速い，の意）とした。この中のター・ラム（ターは型，ポーズの
意。ラムは踊り。即ち踊りの型。）を，タイ伝統芸術舞踊家は「メ
ー・ター」（基本の型）と呼んでおり， タイ伝統芸術舞踊の基礎
的言語とされている。これには男役と女役とがあり，また，40
分程度の長編と，10分程度に短く編集されたものがあるが，着
手の段階である本研究においては，短編の女役を取り上げた。
２．方法
　舞踊技法用語に表された身体各部位の技法が，実際の舞踊の
構造においてどのように関連し，舞踊運動を構成しているのか
を検証することにより，基本舞踊プレング・チャー・プレング・
レウ（短編）女役（以下，基本舞踊と記す）の舞踊技法を明らか
にすることを試みた。筆者自身も，タイ国立舞踊芸術専門学校
留学時代（1991年１月から12月）を含むタイ伝統芸術舞踊の研
鑚中に対象とした基本舞踊を習得しているので，その時の受講
メモ等も参考にした。
　まず，VTR観察により舞踊技法用語で表される技法を抽出
した。VTRは，2013年６月６日タイ国立舞踊芸術専門学校の
教師宅で撮影し，演者は同校の女役教師に依頼した。
　抽出する際，舞踊の構造に着目して舞踊を区切り，作業を進
めた。つまり，基本舞踊は大きく分けてプレング・チャー（ゆ
っくりな曲）とプレング・レウ（速い曲）という二部構成になっ
ており，それぞれ一定のリズムパタンを有している。従って，
それぞれのリズムパタンごとに舞踊運動を区切り，舞踊技法用
語に表された技法と照合していった。
　次に，タイ伝統芸術舞踊は，構造上ター・ラム（踊りの型）と
リーラー（舞踊運動）という二つの概念で捉えられることから，
抽出した技法をタ ・ーラムとリーラーに分けて分類し，整理した。
　なお，タイ語には日本語の発音にない音や声調があるため，
正確にカタカナ表記できない。そのため，本稿におけるタイ語
のカタカナ表記については，なるべくタイ語の発音を意識して
以下のようにしたい。母音の後のk，t，p，ŋの子音の発音に
ついては殆ど音として聞こえないため，下付文字で表記する。
３．結果
（1）構造
〈曲の全体構成〉
　図１のように，プレング・チャーの前半（以下，曲①と記す）
とプレング・レウの後半（以下，曲②と記す）に大きく分けら
れ，最終部にラーという終結に向かうことを意味する旋律（以
下，曲③と記す）が付随する。曲①，曲②はそれぞれ明確なリ
ズムパタンに則って舞踊が進行する。それぞれのリズムパタン
は図１に示した通りである。習得する際，それぞれのリズムパ
タンに則って口三味線を唱えながら練習する。曲①は「ヂャ・
図１　曲の全体構成
曲① プレング・チャー（４分50秒）
リズムパタン
ヂャ・ヂョーング・ヂャ、ティング・ヂョーング・ティング
 
リズムフレーズ№
リズムパタン
リズムフレーズ№
1 2 3 4 5 6 7 8  ………  33  34
＋
＋
曲② プレング・レウ（４分35秒）
トゥップ・ティング・ティング ×４
1 2 3 4 5 6 7 8  ………  131  132
曲③ プレング・ ラー（33秒）
↓
計　９分58秒
表１舞踊技法の身体部位別分類
上肢に関する
技法用語 33
形を表す用語 13（４種+ポジションによる呼び分け）
動きを表す用語 20
下肢に関する
技法用語 25
形を表す用語 6（女役は5）
動きを表す用語 7
足運びを表す用
語 10
下肢でリズムを
刻む用語 2
上肢・下肢以
外の身体部位
に関する技法
用語
13
頭に関する用語 1
顔に関する用語 1
首に関する用語 1
肩に関する用語 6
胴体に関する用
語 1
座る姿勢に関す
る用語 3
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ヂョーング・ヂャ，ティング・ヂョーング・ティング」をゆっく
り唱えることによってリズムをとり，曲②は「トゥップ・ティ
ング・ティング」をやや速めに唱えることによってリズムをとる。
　基本舞踊プレング・チャー・プレング・レウ（短編）では，約
10分間中，およそ５分の曲①の中に「ヂャ・ヂョーング・ヂャ，
ティング・ヂョーング・ティング」のリズムパタンが34回，お
よそ４分半の曲②の中に「トゥップ・ティング・ティング」の
リズムパタンが132回繰り返されていた。
〈舞踊の構造〉
　舞踊の構造をまとめると表２のようになる。
　曲①は，リズムパタン「ヂャ・ヂョーング・ヂャ」の２番目
の「ヂャ」（ｒ1），あるいは「ティング・ヂョーング・ティング」
の２番目の「ティング」（ｒ2）で，規則的にター・ラム（踊りの
型）が形成されていく。タ ・ーラムからタ ・ーラムへの移行では，
ゆっくりと優美に流れる運動（タイ伝統芸術舞踊の舞踊家はリ
ーラーと呼ぶ）が観察できる。
　曲②は，やや速めの単調なリズムパタンに合わせて，ター・
ラムを形成したまま身体各部でリズムを刻む反復運動が主であ
るが，合間にター・ラムからター・ラムへの移行が見られる。
また，移動を伴う運動が見られる。
　曲③は，ター・ラムからター・ラムへの流れるような移行が
観察できる。
（2）舞踊技法
　曲①をリズムパタンでフレーズに区切り，運動から舞踊技法
を読み取る作業を行った。
　例えば，表３は曲①の冒頭部分とリズムフレーズ19のr2～20
に現れる舞踊技法を記したものである。一番左がリズムフレー
ズナンバーである。ｒ1とｒ2は，それぞれ「ヂャ・ヂョーング・
ヂャ」の２番目の「ヂャ」と「ティング・ヂョーング・ティング」
の２番目の「ティング」を表している。ｒ1あるいはｒ2の網掛
け部分で運動が静止しポーズを作っている。つまりター・ラム
（踊りの型）の形成を示す。網掛けになっていない部分がター・
ラムからター・ラムへの移行の舞踊運動，つまりリーラーを示
す。カタカナ表記は舞踊技法用語を表し，日本語表記は舞踊技
表２　舞踊の構造
曲①
リズムパタン ヂャ・ヂョーング・ヂャ（ｒ1），ティング・ヂョーング・ティング（ｒ２）
舞踊運動
ター・ラムからター・ラムへの移行
＊ ｒ1あるいはｒ2でター・ラム（踊りの型）の
形成
＊ター・ラムとター・ラムの間にリーラー
曲②
リズムパタン トゥップ・ティング・ティング
舞踊運動
ター・ラムはそのままで身体各部位でリ
ズムを刻む反復運動
ター・ラムからター・ラムへの移行
移動を伴う運動
曲③ 舞踊運動 ター・ラムからター・ラムへの流れるような移行
表３　プレング・チャーの舞踊技法〈リズムフレーズ１～３，18のｒ2～20〉
リズム
フレーズ
下肢 上肢
肩 頭
両脚 左 右 左 右
0 ター・ラム ナング・クック・カウ もも上
1
リーラー グラトップ・ゴン ―
ｒ1 ナング・クック・カウ ―
リーラー グラトップ・ゴン クラーイ・ムー
ｒ2 ナング・クック・カウ もも上
2
グラトップ・ゴン ―
ｒ1 ナング・クック・カウ ―
グラトップ・ゴン 左にずらす ガーイ・ムー・ラップ・ヂープ 移行 移行
ｒ2 ナング・クック・カウ ヂープ・ウォング・ラーング イアング・ライ（左） イアング・シーサ（左）
3
グラトップ・ゴン ―
ｒ1 ナング・クック・カウ ―
グラトップ・ゴン 右にずらす ムアン・ムー 移行 移行
ｒ2 ナング・クック・カウ タング・ウォング・ラーング イアング・ライ（右） イアング・シーサ（右）
・
・
・
19
・
・
ユート・ユップ
・
・
・
・
・
・
・
ガーイ・ムー・ラップ・ヂープ
・
・
・
・ｒ1
・ ・ ・ ・ ・ ・
ｒ2 プラ～ヨック・ナー 重心 タング・ウォング・ラーング ヂープ・ガーイ（横・伸） イアング・ライ（左） イアング・シーサ（左）
20
ユート・ユップ ― ― ― ― ― ―
ｒ1
左向き ― ― ガーイ・ムー・ラップ・ヂープ グラーイ・ムー 移行 移行
ｒ2 ガーウ・ナー重心 重心移行 ヂープ・ウォング・ラーング タング・ウォング・ボン イアング・ライ（右） イアング・シーサ（右）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 でター・ラムが形成
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法で表せないポジションや運動を表しており，「－」は変化が
ないことを表している。
　曲①の冒頭部分は，座る姿勢［舞踊技法用語でナング・クッ
ク・カウ，以下［　］内は舞踊技法用語］から，尻を浮かせて
下ろす運動［グラトップ・ゴン］で始まる。もも上に置かれた
左右の上肢は，手をほどいたあと［クラーイ・ムー］再びもも
上に置く。次に手を上向きにして襞の形［ヂープ］を受ける動
作［ガーイ・ムー・ラップ・ヂープ］で，下でカーブをなす襞
の形［ヂープ・ウォング・ラーング］をつくる。（ウォングはカ
ーブ，ラーングは下の意。）それから手を巻く［ムアン・ムー］
ように動かし，手を立てて下でカーブ［タング・ウォング・ラ
ーング］をつくる。（タングは手を立てる，ウォング・ラーング
は下のカーブの意。）これらの動作に，頭と肩を左右に傾ける
運動［イアング・シーサ，イアング・ライ］が加わっている。（イ
アングは傾ける，シーサとライはそれぞれ頭と肩の意。）
ップ・ヂープ］，右手は気取って歩くように手首を回す［グラー
イ・ムー］動作をしている。そして，左足を前に踏み出す［ガ
ーウ・ナー］とともに，左手は下カーブの襞の形［ヂープ・ウ
ォング・ラーング］，右手は手を立てて上カーブ［タング・ウォ
ング・ボン］となる。頭，肩とも移行して右に傾く［イアング・
シーサ，イアング・ライ］。
　全フレーズを通して，ター・ラムが形成されるときには，グ
ラトップ・ゴン（座った姿勢からの臀部の浮き沈み運動）あるい
はユート・ユップ（膝の伸‐屈運動）が観察された。
　次に曲②の技法について述べる。曲②は「トゥップ・ティン
グ・ティング」のやや速めの単調なリズムパタンにのって，タ ・ー
ラムを形成したまま身体各部位でリズムを刻む反復運動と，合
間にター・ラムからター・ラムへの移行や移動を伴う運動が確
認された。表４リズムフレーズ１～24と59～68を例にとってみ
る。網掛けの部分が反復運動を示す。
　リズムフレーズ３～８では，左手は腕の内側が上を向くよう
にして指先を下に向け［ガーイ・ムー］，右手は立てて上カー
ブをつくっている［タング・ウォング・ボン］。そして，左足を
後ろに上げ［グラドック・ラング］，右膝の小刻みな屈伸運動［グ
ラトップ・カウ］とともに，肩［ヤック・ライ］と首［ラック・
コー］も連動して反復運動を行っている。リズムフレーズ12～
22では，上肢は同じ形のまま，下肢は両足をずらしてステップ
を踏み続け［タット・ターウ］リズムを刻んでいる。
　リズムフレーズ61～66では，両手とも手を立てて下でカーブ
［タング・ウォング・ラーング］をつくったまま，膝は上下の反
復運動でリズムを刻んで［グラトップ・カウ］いたが，肩はな
めらかな曲線を描いて［ティー・ライ］おり，質の異なる運動
が組み合わさっていた。
リズムフレーズ№３～８ 61～66
（写真は文献หนังสือชุด นาฏลีลา ๑ ลีลานาฏกรรม๑より引用）
リズムフレーズ№１ ２ ３
（写真は文献หนังสือชุด นาฏลีลา ๑ ลีลานาฏกรรม๑より引用）
リズムフレーズ№ 19 20
（写真は文献หนังสือชุด นาฏลีลา ๑ ลีลานาฏกรรม๑より引用）
　次にリズムフレーズ19の終わりから20までを見る。ここでは
ｒ2においてター・ラムの形成が見られる。ユート・ユップとは，
ユートが伸びる，ユップが縮むという意味で，膝の運動を表し
ている。
　リズムフレーズ19では，左足をかすり［プラ］，前に上げ［ヨ
ック・ナー］，左手を立てて下にカーブをつくり［タング・ウォ
ング・ラーング］，右手は上向きに襞の形［ヂープ・ガーイ］を
つくる。頭，肩とも左に傾ける［イアング・シーサ，イアング・
ライ］。リズムフレーズ20では，ユート・ユップをしたあと，左
向きになりながら上肢，頭，肩を同時に動かし，ｒ2で次のタ
ー・ラムをつくっている。左右の上肢はそれぞれ異なる技法を
同時に行っていることが観察できた。すなわち，左手は手を上
向きにして襞の形［ヂープ］を受ける動作［ガーイ・ムー・ラ
　最後に曲③について述べる。特別なリズムパタンはない。こ
こで，宝石を意味する手の形［ヂープ・ロー・ゲーウ］が初出
する。最後は再び座る姿勢［ナング・クック・カウ］で終わる。
　以上の結果をもとに，身体部位別に分類した舞踊技法（表１）
を，タイ伝統芸術舞踊の構造から二つの概念すなわちター・ラ
ム（踊りの型）とリーラ （ー舞踊運動）に分けて再分類して整理
し，表５と表６にまとめた。
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表４　プレング・レウの舞踊技法〈リズムフレーズ1～24，59～68〉
リズム
フレーズ
下肢 上肢
肩 首 頭
両脚 左 右 左 右
1～2 グラドック・ラング 重心 ガーイ・ム （ー横・曲） タング・ウォング・ボン イアング・ライ（右） イアング・シーサ（右）
3～8 ― グラトップ・カウ ― ― ヤック・ライ ラック・コー
9
ユート・ユップ
― ― ― ― イアング・ライ（左） イアング・シーサ（左）
10 後に置く ― ― ― イアング・ライ（右） イアング・シーサ（右）
11 ド・ターウ ― ― ― ― ―
12～22
右向き
タット・ターウ ― ―
― ―
左向き イアング・ライ（左） イアング・シーサ（左）
正面 ヤック・ライ ラック・コー
23
ユート・ユップ
ガーウ・ナー ― ― イアング・ライ（左） イアング・シーサ（左）
24 ド・ターウ ヨー重心 ― ― イアング・ライ（右） イアング・シーサ（右）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
59
ユート・ユップ
― ― 移行 移行 移行
60 ガーウ・ナー　ヨー重心 重心移行 タング・ウォング・ラーング イアング・ライ（左） イアング・シーサ（左）
61～66 グラトップ・カウ ― ティー・ライ
67
ユート・ユップ
― ― ― 移行 移行
68 ― 後に置く ― イアング・ライ（左） イアング・シーサ（左）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 でター・ラムが形成
〈ター・ラムにおける舞踊技法〉
　ター・ラムは，舞踊技法用語で表された形と規定の空間ポジ
ションを有する身体各部位が統合されて，一つの踊りの型をな
している。上肢の手の形は，４種中３種認められた。タング・
ムー，ヂープの２種が殆どで，曲③においてヂープ・ロー・ゲ
ーウが現れた。ヂープは上向きと下向きがあり呼称も違ってい
る。また，上肢のポジションは，身体に対して上，横，下，前，
後ろがあり，横と前に関しては，肘が曲がっている場合と伸び
ている場合とが確認できた。舞踊技法用語で規定されたポジシ
ョンはすべて確認できたが，用語で置きかえられないポジショ
ン（表内では日本語で表記した）も認められた。
　形のすべてとポジションの多くが呼称で規定されており，限
定的であった。また，ター・ラムにおいては，多くの場合右上
肢と左上肢とで形やポジションが異なっており，左右非対称の
傾向が見られた。異なる技法用語で表される左右上肢の組み合
わせにより，多様な上肢の形を作り出していることが確認でき
た。
　下肢の形は，女役で見られる５種中３種の形が認められた。
両足で立ち膝を曲げて腰を落とした姿勢ヨーが特徴的であった
が，他に，ヨック・ナ （ー前に上げる），グラドック・ラング（後
ろに上げる）が見られた。
　頭のイアング・シーサと肩のイアング・ライは，いずれも傾
きを表している。
表５　ター・ラムにおける舞踊技法
身体部位 形 ポジション 
頭 イアング・シーサ（頭を傾ける） 右左 
肩 イアング・ライ（肩を傾ける） 右左 
上肢
タング・ム （ー手を立てる）
ガーイ・ム （ー手を上向きにする）
ヂープ（襞の形） ・ガーイ（上向き） 
・クワム（下向き）
ヂープ・プロック・カーング 
（横でまくれる襞の形）
（ヂープ・タロップ・カーング）
（ヂープ・）ロ ・ーゲーウ（宝石の形）
ボン（上）　　　    ウォング・ボン（上カーブ）
グラーング（横）
 　  ウォング・グラーング（横カーブ）
　　　　 　　　    横伸
ラーング（下）　 　 ウォング・ラーング（下カーブ）
ナ （ー前）
　　 　      ウォング・ナ （ー前カーブ）
　　　　　　 　    前伸
ラング（後）
下肢 
ヨック・（ターウ・カーング・）ナ （ー前に上げる）
グラドック・ラング （片方の足を後ろに上げる）
ヨ （ー腰を低くする）
 タング・ムー ヂープ チープ・ロー・ゲーウ
〈リーラーにおける舞踊技法〉
　曲①～③を通して見ると，リーラーは，Ａ．ター・ラムから
ター・ラムへの移行，Ｂ．リズムを刻む運動，Ｃ．移動を伴う
運動が観察できた。
　まず，Ａ．ター・ラムからター・ラムへの移行に見られる技
法について述べる。
　上肢は，手首の運動（折－開，親指方向あるいは小指方向に
回旋）を伴っていた。手首の回旋運動を表す技法，クラーイ・
ム （ー手をほどく），ムアン・ム （ー手を巻く），グラーイ・ム （ー気
取って歩くような手），ガーイ・ムー・ラップ・ヂープ（手を上
向きにしてヂープを受ける）が多く見られた。テーング・ム （ー手
で突き刺す），ワート・ケーン（腕で描く），サーウ・ム （ー手繰
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す）とトーン・ターウ（足を引き抜く）の３つが確認できた。ま
たター・ラムからター・ラムへの移行では，重心移動が頻繁に
行われ，頭や肩の左右の傾きのチェンジも多く見られ，上体を
柔らかく傾ける運動が観察できた。
　リーラーにおいては，ゆっくりとした速度を保ちつつも，膝
の運動ユート・ユップ（伸－屈）あるいは座った姿勢でのグラト
ップ・ゴン（臀部の浮－下）がター・ラムの形成にダイナミズム
を生んでいた。身体各部位の技法がその抑揚と調和して統合し，
舞踊運動を紡ぎ出していることが観察できた。
　Ｂ．リズムを刻む運動で見られる技法は，上肢はサーイ・ム
（ー手を上下に揺り動かす）のみであった。
　下肢は，下肢でリズムを刻む技法のトップ・ターウ（足で床
を叩く）と，足運びを表す技法のタット・ターウ（足をずらして
踏む）をその場で踏む運動が観察できた。その他の部位による
技法は，いくつかの部位が連動して運動を生んでいることが認
められた。例えば，膝，肩，首が連動した運動，つまりグラト
ップ・カウ（膝で拍子をとる）とヤック・ライ（肩を上下に動かす）
とラック・コ （ー首を肩の傾きと反対に傾ける）を同時に行う運
動や，膝の運動に肩の運動が伴ったもの，つまりグラトップ・
カウ（膝で拍子をとる）とティー・ライ（肩をよじる）を同時に
行う運動が観察できた。
　Ｃ．移動を伴う運動で見られる技法は，足運びを表すゲップ・
ターウ（摺り足）とタット・ターウ（足をずらして踏む）が観察
できた。
４．まとめ
　基本舞踊の舞踊技法をター・ラムとリーラーに分けて分類し
た結果は以下の通りである。ター・ラムにおいては，上肢下肢
とも形を表す技法のうち幾つかを除いて確認できた。リーラ
ーにおいては，動きを表す上肢技法が1/3しか確認できなかっ
た。動きを表す下肢技法はすべて確認できたが，足運びを表す
下肢技法は10あるうち確認できたのは５技法であった。その他
身体部位に関する技法も確認できたのは約半数であった。つま
り，基本舞踊プレング・チャー・プレング・レウ（短編）女役には，
限られた技法しか含まれていなかった。技法が限定的であれば
表現性も限定的になると考えられる。この基本舞踊は鑑賞用に
上演されることはなく，あくまでタイ伝統芸術舞踊の基礎を身
につける練習曲である。プレング・チャー・プレング・レウは
タイ伝統芸術舞踊の基礎的言語と言われるが，本研究で確認で
きた技法がまさに基本技法として位置づけられると言えよう。
　今後は，プレング・チャー・プレング・レウの長編や男役に
ついて，更に次の段階で習得する練習曲の技法について明らか
にしたい。また，本研究で対象とした基本舞踊に含まれなかっ
た技法がどの段階で習得されるのかも明らかにしていきたい。
り寄せる）といった腕の運動を伴う技法も観察できた。ター・
ラムと同様，リーラーにおいても左右の上肢は同時に同じ技法
を行うことは少ない。異なる技法を同時に行うことにより，多
様な表現を可能にしていると言える。しかしながら，中野（2009）
によると，上肢の動きを表す技法用語は20確認したが，基本舞
踊においてはそのうちの７技法，つまり1/3程度しか確認でき
なかったことから，基本舞踊においては上肢による表現性は限
定的であると推察できる。
　一方下肢については，動きを表す技法のすべて，すなわち
ヂャロット，プラ，ド，テ，グラトゥング，チャーイ・ターウ，
スート・ターウが確認できた。いずれも足の親指の下のふくら
みを使って動く技法である。また，足運びを表す技法のうち，
ガーウ・ナー（前に踏み出す），ガーウ・カーング（横に踏み出
表６　リーラーにおける舞踊技法
①ター・ラムからターら・ラムへの移行で見られる技法
ター・ラムの形成はユート・ユップ（膝の伸縮），グラトップ・ゴン（臀部
を浮かして下ろす）を伴う  
上肢
上肢の動きを表す技法（７/20）
・ ガーイ・ムー・ラップ・ヂープ （手を上向きにしてヂープ
を受ける）
・ムアン・ム （ー手を巻く）
・グラーイ・ム （ー気取って歩くような手 ）
・クラーイ・ム （ー手をほどく）
・テーング・ム （ー手で突き刺す）
・ワート・ケーン（腕で描く）
・サーウ・ム （ー手繰り寄せる）
下肢 
下肢の動きを表す技法（7/7）
・ヂャロット・ターウ１ （足で触れる）
・ヂャロット・ターウ２（ワーング・ソン） （踵を置く）
・プラ・ターウ（足をかする）
・ ド・ターウ（コ・ターウ，テ・ターウ）（軽く叩く）前方
／後方
・グラトゥング （足で突く）
・チャーイ・ターウ（足を見せる ）
・スート・ターウ（足を引きずる）
足の運びを表す技法（3/10）
・ガーウ・ナ （ー前に踏み出す）
・ガーウ・カーング（横に踏み出す）
・トーン・ターウ（足を引き抜く） 
その他の部位 
・イアング・シーサ（頭を傾ける）
・イアング・ライ（肩傾ける）
②リズムを刻む運動で見られる技法 
上肢 
上肢の動きを表す技法（1/20） 
・サーイ・ム （ー手を上下に揺り動かす）
下肢 
下肢でリズムを刻む技法（2/2）
・トップ・ターウ（足で叩く） 
・グラトップ・カウ（膝で拍子をとる） 
足運びを表す技法（1/10）
・タット・ターウ（足の位置を少しずらす：その場） 
その他の部位
・ラック・コ （ー首を肩の傾きと反対に傾ける） 
・ヤック・ライ（肩を上下に動かす） 
・ ティー・ライ（肩をよじる）
③移動を伴う運動で見られる技法 
下肢 
足運びを表す技法（2/10）
・ゲップ・ターウ（足踏みをする） 
・タット・ターウ（足の位置を少しずらす：移動） 
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